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●高知市障害者計画等推進協議会条例  

（平成27年４月１日条例第51号） 

平成29年10月１日改正 

 （設置） 

第１条 高知市障害者計画（以下「障害者計画」という。），高知市障害福祉計画（以下

「障害福祉計画」という。）及び高知市障害児福祉計画（以下「障害児福祉計画」とい

う。）の策定及び推進等に当たり，広範な市民の意見を反映するため，高知市障害者計

画等推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２条 協議会は，次に掲げる事項について協議する。 

⑴ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定に関すること。 

⑵ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画に基づく諸施策の進捗状況に関する

こと。 

⑶ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の推進の方策に関すること。 

⑷ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の見直しに関すること。 

⑸ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の調和に関すること。 

⑹ その他障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の推進に関すること。 

 （組織） 

第３条 協議会は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員20人以内で組織する。 

⑴ 障害のある者の代表者     

⑵ 学識経験者 

⑶ 保健，医療及び福祉関係団体の代表者 

⑷ 市民 

⑸ 教育，就労及び雇用関係団体の代表者 

⑹ 高知市自立支援協議会の代表者 

⑺ その他市長が特に必要と認める者 

２ 前項第４号の委員は，公募によるものとし，その選考に当たっては，高知市障害者計

画等推進協議会公募委員選考委員会（以下「選考委員会」という。）において審査する。 

３ 委員の公募の実施並びに選考委員会の組織及び運営について必要な事項は，市長が別

に定める。 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は，３年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は，再任されることができる。 

 （会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職

務を行う。 
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 （会議） 

第６条 協議会の会議は，会長が必要に応じて招集し，会長が議長となる。 

（資料提供その他の協力等） 

第７条 協議会は，その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは，関係部局そ

の他の者に対し，資料の提出，意見の表明，説明その他必要な協力を求めることができ

る。 

（守秘義務） 

第８条 委員は，その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。 

 （専門部会） 

第９条 協議会の所掌事項について専門的に協議する必要があるときは，協議会に専門部

会を置くことができる。 

２ 専門部会の組織及び運営について必要な事項は，市長が別に定める。 

 （庶務） 

第10条 協議会の庶務は，健康福祉部において処理する。 

 （その他） 

第11条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営について必要な事項は，会長が協議

会に諮って定める。 

附 則     

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日において置かれていた高知市

障害者計画等推進協議会（高知市障害者計画等推進協議会設置要綱（平成14年５月９日

制定）の規定に基づき組織されたものをいう。以下「旧協議会」という。）は，協議会

となり，同一性をもって存続するものとする。 

３ この条例の施行の際現に旧協議会の委員として市長から委嘱されている者及び旧協議

会の会長又は副会長に選任されている者は，施行日において協議会の委員に委嘱され，

又は会長若しくは副会長に選任されたものとみなす。ただし，その任期は，第４条第１

項の規定にかかわらず，旧協議会の委員並びに会長及び副会長としての残任期間に相当

する期間とする。 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 
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計画推進のための重点施策 
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1 新たな相談支援体制の構築【体系２－１】 

＜基本理念＞ 

２ 生活支援サービスの充実【体系２－２】 

３ 適性に応じた就労と職場定着への支援【体系３－１】 

４ 保育・教育における集団生活のなかでの一人ひとり

の発達に応じた支援の充実【体系４－２】 

生活支援の充実 

～住み慣れた地域で人とのつながりを大切にして暮らせるために～ 

多様な雇用と就労の促進 

～自己の能力を最大限に発揮し, 自立した生活をめざすために～ 

療育･保育・教育における支援体制の充実 

～生涯を通して切れ目ない支援を受け，健やかに成長・発達するために～ 

＜施策区分＞ 
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１ 高知市障害者計画・障害福祉計画 

・障害児福祉計画（平成30～32年度） 

の取組 

 

～高知市医療的ケア児及び 

重度の障害のある子どもの支援検討会報告～ 
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令和元年度 第２回 高知市障害者計画・障害福祉計画等推進協議会 
令和２年３月２日 

 

 
 

高知市医療的ケア児及び重度の障害のある子どもの支援検討会 報告 

日時：令和２年１月９日（木）午後７～９時 

【当支援検討会の目的】 

平成 28 年６月改正の児童福祉法により，国から地方公共団体に対して，日常的に医療を要する状態に

ある子どもが，心身の状況に応じた適切な保健，医療，福祉など，各関連分野の支援を受けられるよう，

支援を行う各関係機関が連絡調整を行うための体制整備を図ることとされた。 

本市においても，「高知市障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画（平成 30～32 年度）」の中で医

療的ケア児及び重度の障害等のある子ども及びその家族に対する地域における支援の充実を図るための

「協議の場」を設けることを掲げ，令和２年１月「高知市医療的ケア児及び重度の障害のある子どもの支

援検討会」を設置した。 

 

【報告内容】 

◆医療的ケア児の定義について（当市の仮案） 

・医学の進歩を背景として，NICU 等に長期入院した後，引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し，

たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児のこと。 

・年齢は 18 歳未満（児童福祉法による児童） 

※ただし、18 歳以降に生じる課題については年齢の定義は除外して検討。 

・医療的ケアの内容は，人工呼吸器・気管切開・鼻咽頭エアウェイ・酸素療法・たん吸引・ネブライ

ザー吸入・IVH（中心静脈栄養）・経管栄養・透析・導尿・人工肛門・その他とする。 

※その他：人工膀胱、インスリン等の皮下注射など 

◆18歳未満の医療的ケア児数（現状） 

 高知県の医療的ケア児は    81 人（令和元年 10月末時点。入院中・施設入所の児は除く） 

高知市の医療的ケア児は    39 人 

 就学前の児は         22 人（令和元年 10月末時点。入院中・施設入所の児は除く） 

うち就園の児は        12 人（令和元年 10 月末時点。入院中・施設入所の児は除く） 

   就学の児は        17 人（令和元年５月時点。入院中・施設生の児は除く） 

 

【意見交換】 

◆医療的ケア児の定義について 

・「NICU 等に長期入院した後」では，中途障害や外傷後に医療的ケアが必要となった子どもが除外さ

れるため，NICU に入院したかどうかに限らず，「病気や事故等によって 18 歳までに医療的ケア 

が日常的に必要になった児」とすればどうか。 
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令和元年度 第２回 高知市障害者計画・障害福祉計画等推進協議会 
令和２年３月２日 

 

 
 

◆現状と課題 

①実態把握について 

・周産期に最も関わりの多い医療機関の協力のもと，全数把握を行う必要がある。全数把握は医療機関

のレセプトから調査は可能だが，把握の目的を明確にする必要がある。 

・医療的ケア児は医療センター，国立，医大，あおぞら診療所の 4ヵ所のどこかでフォローされている

だろう。ただ，痰吸引とネブライザーは喘息の子も入ってくる（と数が多くなるため，ケアの頻度等

でのさび分けは必要）。 

・土佐希望の家の「県中東部地域相談支援事業所連絡会」でも医療的ケア児支援がテーマのひとつ。県

や市で行われている会ともリンクしていきながら，ニーズや課題を集約していきたい。 

②訪問型レスパイト事業の必要性について（人材確保・人材育成含む） 

・ショートステイは 2,3 週間前から予約が要るし，デイサービスは準備や荷物で行くのが大変。特に，

人工呼吸器は 2,3 時間の（所用の）ために移動となると「もういいや」となる。受診やきょうだいの

行事等でニーズとしては，2,3 時間～半日のレスパイトがほしい。ニーズに応じたサービスが必要。

訪問型レスパイトをぜひ，県か市で始めてほしい。 

・訪問看護師はきつきつの状態。小児を看ているところが少ない。制度ができても実際はできないので

は。小児を看れる看護師やヘルパーが増えることが必要。 

・福祉サービスに居宅訪問型児童発達支援がある。これと訪問看護をつなげて在宅でレスパイトもで

きるが，現在，居宅訪問型児童発達支援をしているところは「いっぽ」しかない。スタッフが訪問に

出て行くと，施設の人員確保ができないため，受け入れ数を絞っているのが現状。人材確保や，医療

と福祉の組み合わせを考えてほしい。 

・「高知県重症心身障害児者等支援体制整備協議会」でも訪問型レスパイト事業の必要性について意見

が出ていた。県では，市町村への補助金として訪問型レスパイト事業の来年度の予算要求をしてい

る。 

③相談支援 

 ・医療的ケア児コーディネーターの役割は，障害福祉サービスや訪問看護など，どのような支援が必要

かをある程度判断する力を持つことだと考えている。園に入れたい，疲れたから休みたい，といった

保護者の思いがあり，それを的確につなげる，横につなげること。 

・行政は縦割り，相談の窓口が分かりにくい。 

④災害支援 

・災害支援について考えることは急務。人数を把握して，停電時の電源確保が必要。人工呼吸器だ

けでなく，吸引や酸素療法でも電源は必要である。 

 ・吸引器は，足踏み式が 8,000 円で購入できるので，補助金を出すとかできないか。 

・人工呼吸器の予備のバッテリーは数時間しか持たない。電源がある所への移動方法も課題。 
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令和元年度 第２回 高知市障害者計画・障害福祉計画等推進協議会 
令和２年３月２日 

 

 
 

【今後のスケジュール等】 

本支援検討会で集約した意見については，「高知市障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画」への

反映等を検討し，様々な状況に置かれている児や家族が必要な支援を受けられるよう努めていくことと

する。 

令和２年度は「高知市障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画」の策定の進捗に合わせて，年 

２回を目処に開催する予定。 
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２ 次期計画策定体制・スケジュール案 

について 

 

‐　9　-



高知市障害者計画等（Ｒ２～４年度）策定体制（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害者計画等推進協議会 

役割：計画素案検討審議，計画原案検討審議・了承 

委員数：18 名（うち公募委員２名） 

健康福祉部・こども未来部部内検討会 

役割：具体的方策の検討，計画素案・計画原案の作成 

   障がい福祉課・健康増進課・ 

子ども育成課・保育幼稚園課・ 

子育て給付課・教育研究所 

   健康福祉総務課 

意見交換会 

計画素案、計画案の提示 

計画策定のための 

現状把握・分析，課題検討 

県のアンケート 

・施設等利用者，特別支援学
校在校生，障害児通所支援
利用者， 難病患者等対象 

・精神科病院調査 

自立支援協議会 

パブリックコメント 

ニーズ調査 

【対象】 

・身体障害者 

・知的障害者 

役割： 

① 相談支援事業に関する協議 

② 地域生活支援拠点整備の協議 

             等 

【対象】 

・精神障害分野 

当事者・家族・支援者 

・障害児分野 

保護者・支援者 

就労検討会 

相談支援検討会 

高知市医療的ケア児及び重度の

障害のある子どもの支援検討会 
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令和２年度高知市障害者計画等策定スケジュール（案） 

 

会の種類 開催日 主な内容 

アンケート調査 
令和２年 

４月 

身体障害者・知的障害者対象 

意見交換会 

【精神障害分野】 
精神障害当事者・家族・支援者対象 

第１回障害者計画等推進協議会 ５月 

（１） 国の動向 

（２） 現計画の成果と課題 

（３） 次期計画策定体制 

（４） 次期計画の方向性 

意見交換会 

【障害児分野】 
６月 保護者・支援者対象 

第２回障害者計画等推進協議会 ８月 

（１） ニーズ調査（アンケート）結果報告 

（２） 意見交換会結果報告 

（３） 新計画概要の審議 

第３回障害者計画等推進協議会 11 月 
新計画素案の審議 

（１）障害者計画 

第４回障害者計画等推進協議会 12 月 

新計画素案の審議 

（１） 障害福祉計画 

（２） 障害児福祉計画 

 

 

 

 

令和３年 

1 月上旬 
 

第５回障害者計画等推進協議会 2 月 新計画原案の承認 

 

 

パブリックコメント 
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３ 次期計画策定に向けたニーズ調査 

について 
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３－１ 高知市障害のある人の支援に 

関する調査（案）について 
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高
知
市
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
に

関
す
る
調
査
（
案
）
に
つ
い
て

1


現
計
画
の
策
定
に
関
し
、
1
8歳
以
上
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
を
対
象

に
、
平
成
2
9
年
４
月
「
高
知
市
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
に
関
す
る
調
査
（ア
ン

ケ
ー
ト
）
」
を
実
施
。


次
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
、
同
規
模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定
。
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前
回
調
査
結
果
（
抜
粋
）

2
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１
調
査
概
要

【
調
査
対
象
者
】

平
成
2
9
年
3
月
3
1
日
現
在
，
本
市
に
住
民
基
本
台
帳
を
有
す
る
1
8
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
保
有
し
，
障
害
者
支
援
施
設
及
び
療
養
介
護
利
用
者
を
除
い
た
者
か
ら
，
以
下
対
象
者
を
無
作
為
抽
出
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
保
有
者
1
8
～
6
4
歳
1
,6
0
0
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
保
有
者
6
5
歳
以
上
2
5
0
人

③
療
育
手
帳
保
有
者
1
8
歳
以
上
6
5
0
人

【
調
査
方
法
】

自
記
式
ア
ン
ケ
ー
ト
を
対
象
者
に
郵
送
し
，
返
信
用
封
筒
で
の
回
答
を
求
め
た
（
無
記
名
）
。

【
調
査
時
期
】

平
成
2
9
年
４
月
～
５
月

【
調
査
回
答
】

1
,3
0
1
名
（
回
収
率
5
2
.0
％
）

合
計
2
,5
0
0
人

3
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２
調
査
結
果

①
回
答
者
の
属
性
（
n=

1,
30

1 ）

年
齢

1
8
-
3
9
歳

2
9
0

2
2
%

4
0
-
6
4
歳

8
1
2

6
2
%

6
5
歳
以
上

1
8
2

1
4
%

無
回
答
等

1
7

1
%

性
別

男
性

7
3
7

5
7
%

女
性

5
5
8

4
3
%

無
回
答
等

6
0
%

手
帳
所
持

身
障
の
み

9
0
5

7
0
%

療
育
の
み

2
9
0

2
2
%

両
方
所
持

6
0

5
%

無
回
答
等

4
6

4
%

②
障
害
名
・
診
断
名
（
複
数
回
答
，
n
=
1
,3
0
1
）

6%

3%

37
%

4%

31
%

3%

27
%

6%

1%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

肢
体
不
自
由

音
声
・
言
語
／
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

内
部
障
害

発
達
障
害

知
的
障
害

そ
の
他

無
回
答

一
般
事
項

4
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③
生
活
す
る
う
え
で
の
支
援
が
必
要
か
（
n
=
1
,3
0
1
）

必
要

49
9

38
%

不
必
要

69
0

53
%

無
回
答
等

11
2

9%

③
－
１
主
な
介
護
者
（
n
=
4
9
9
）

父
母

1
7
3

3
5
%

祖
父
母

3
1
%

兄
弟
姉
妹

3
8

8
%

配
偶
者

1
0
3

2
1
%

子
供

4
6

9
%

そ
の
他

2
3

5
%

無
回
答
等

1
1
3

2
3
%

良
好

32
%

や
や
良
好

31
%

や
や
不
調

24
%不
調

11
%

無
回
答
等

2%

良
好

38
%

や
や
良
好

29
%

や
や
不
調

13
%

不
調

5%

無
回
答
等

15
%

③
－
２
主
介
護
者
の
身
体
的

健
康
状
態
（
n
=
3
8
6
）

③
－
３
主
介
護
者
の
精
神
的

健
康
状
態
（
n
=
3
8
6
）

良
好
＋
や
や
良
好

6
3
%

や
や
不
調
＋
不
調

3
5
%

良
好
＋
や
や
良
好

6
7
%

や
や
不
調
＋
不
調

1
8
%介
護
者

5

③
－
４
主
介
護
者
の
健
康
状
態
（
調
査
対
象
者
の
年
齢
区
分
別
）

身
体
的

精
神
的

72
%

62
%

50
%

28
%

36
%

45
%

0%3%5%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

18
-3
9 歳

(n
=1

22
)

40
-6
4 歳

(n
=1

97
)

65
歳

-
(n
=6

4)

良
好
・
や
や
良
好

や
や
不
調
・
不
調

無
回
答
等

76
%

69
%

47
%

15
%

15
%

31
%

9%

17
%

22
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

18
-3
9 歳

(n
=1

22
)

40
-6
4 歳

(n
=1

97
)

65
歳

-
(n
=6

4)

良
好
・
や
や
良
好

や
や
不
調
・
不
調

無
回
答
等
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あ
る

8
0
%

な
い

1
7
%

無
回
答
等

3
%

④
相
談
先
の
有
無
（
n
=
1
,3
0
1
）

家
族
／
親
族

7
9
1

7
6
%

保
護
者
仲
間

4
4

4
%

友
人
／
知
人

1
9
9

1
9
%

県
立
療
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
6

2
%

医
療
機
関

3
5
0

3
4
%

訪
問
診
療
／
訪
問
看
護
／
リ
ハ
ビ
リ

6
1

6
%

保
育
園
／
幼
稚
園
／
学
校

5
0
%

入
所
し
て
い
る
施
設

4
9

5
%

市
役
所

9
6

9
%

市
教
育
委
員
会

1
0
%

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

8
0

8
%

相
談
支
援
事
業
所

1
1
6

1
1
%

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

9
0

9
%

相
談
員
／
民
生
委
員
／
児
童
委
員

4
7

5
%

そ
の
他

6
6

6
%

無
回
答
等

2
0
%

④
－
１
相
談
機
関
（
複
数
回
答
，
n
=
1
,0
4
1
）

満
足

54
%

や
や
満
足

33
%

や
や
不
満

7%

不
満

1%

無
回
答
等

5%

④
ー
２
相
談
先
の
満
足
度
（
n
=
1
,0
4
1
） 満
足
＋
や
や
満
足

8
7%

や
や
不
満
＋
不
満

9
%

相
談
状
況

6
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し
て
い
る

62
9

48
%

し
て
い
な
い

64
5

50
%

無
回
答
等

27
2%

⑤
仕
事
を
し
て
い
る
か
（
n
=
1
,3
0
1
）

就
労

7
0
%

4
9
%

1
6
%

3
0
%

5
1
%

8
4
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

1
8
-
3
9

4
0
-
6
4

6
5
～

年
齢
区
分
別
就
労
有
無

し
て
い
る

し
て
い
な
い

会
社
・
団
体
等
（
パ
ー
ト
含
）

3
3
5

5
3
%

自
営
業
（
家
の
手
伝
い
を
含
）

7
7

1
2
%

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所

3
0

5
%

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

1
3
1

2
1
%

就
労
移
行
支
援
事
業
所

6
1
%

そ
の
他

3
5

6
%

無
回
答
等

1
5

2
%

1
年
未
満

6
0

1
0
%

1
～
3
年
未
満

8
2

1
3
%

3
～
5
年
未
満

6
1

1
0
%

5
～
1
0
年
未
満

1
1
7

1
9
%

1
0
年
以
上

2
8
0

4
5
%

無
回
答
等

2
9

5
%

⑤
－
１
就
労
先
（
n
=
6
2
9
）

⑤
－
２
就
労
先
継
続
期
間
（
n
=
6
2
9
）

11
%

11
%

10
%

20
%

45
%

3%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

1万
円
未
満

1～
2万
円
未
満

2 ～
5 万
円
未
満

5～
10
万
円
未
満

10
万
円
以
上

無
回
答
等

⑤
－
３
ひ
と
月
の
賃
金
・
工
賃
（
n
=
6
2
9
）

7

1
6
7
名
中
、

■
賃
金
1
0
万
円
未
満

→
1
6
3
名
（
9
8
%
）

■
賃
金
5
万
円
未
満

→
1
4
0
名
（
8
4
%
）

■
賃
金
5
万
円
未
満
2
0
0
名
中
、

1
2
7
名
（
6
4
%
）
が
Ｂ
型
利
用
者
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就
労

⑥
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
い
る
か
（
n
=
6
2
9
）

い
る

4
8
6

7
7
%

い
な
い

1
0
8

1
7
%

無
回
答
等

3
5

6
%

46
%

33
%

3%3%
1%

3%
7%
8%

2%
9%

0%

0%
5%

10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

35
%

40
%

45
%

50
%

職
場
の
上
司

職
場
の
同
僚

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

学
校
の
先
生

就
労
移
行
支
援
事
業
所

相
談
支
援
事
業
所

県
・
市

そ
の
他

無
回
答
等

⑥
－
１
仕
事
の
こ
と
で
相
談
で
き
る
人
（
複
数
回
答
，
n=

62
9 ）

8
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⑦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
（
n
=
1
,3
0
1
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
し
て
い
る

3
8
7

3
0
%

利
用
し
て
い
な
い

8
5
8

6
6
%

無
回
答
等

5
6

4
%

必
要
性
が
な
い

4
5
7

6
2
%

利
用
を
断
ら
れ
た

8
1
%

身
近
な
所
に
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

1
9

3
%

利
用
料
の
負
担
が
困
難

3
0

4
%

職
員
の
対
応
が
良
く
な
か
っ
た

8
1
%

希
望
す
る
支
援
が
得
ら
れ
な
い

1
6

2
%

専
門
性
が
乏
し
い

1
0

1
%

年
齢
等
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

1
1

1
%

特
に
理
由
は
な
い

1
8
3

2
5
%

制
度
を
知
ら
な
い

1
5
7

2
1
%

そ
の
他

4
7

6
%

無
回
答
等

1
1
3

1
5
%

⑦
ー
２
福
祉
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
理
由

（
複
数
回
答
，
n
=
7
3
4
）

⑦
－
１
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
満
足
度
（
n
=
3
8
7
）

満
足
＋
や
や
満
足
8
1
%

や
や
不
満
＋
不
満
1
2
%

満
足

4
0
%

や
や
満
足

4
1
%

や
や
不
満

1
0
%不
満

2
%

無
回
答
等

8
%

9
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防
災
意
識

昭
和
5
6
年
以

降
に
建
築

5
0
%

昭
和
5
5
年
以

前
に
建
築

2
6
%

分
か
ら
な
い

2
0
%

そ
の
他

1
%

無
回
答
等

3
%

含
ま
れ
る

4
4
%

含
ま
れ
な
い

3
3
%

分
か
ら
な
い

2
0
%

無
回
答
等

3
%

決
め
て
い
る

5
3
%

決
め
て
い
な
い

3
4
%

避
難
先
の
情

報
が
な
い
た

め
分
か
ら
な
い

6
%

そ
の
他

3
%

無
回
答
等

4
%

⑦
住
ん
で
い
る
家
の
建
築
年
（
n
=
1
,3
0
1
）

⑧
住
ん
で
い
る
場
所
は
津
波
や
浸
水
の
被
害
が

起
こ
る
地
域
に
含
ま
れ
る
か
（
n
=
1
,3
0
1
）

⑨
地
震
や
災
害
時
に
避
難
す
る

場
所
を
決
め
て
い
る
か
（
n
=
1
,3
0
1
）

平
成
2
8
年
度
防
災
対
策
部
意
識
調
査

（
浸
水
区
域
世
帯
対
象
）

決
め
て
い
る

7
0
%

決
め
て
い
な
い
2
9
%

無
回
答
等

1
%

平
成
2
8
年
度
防
災
対
策
部
意
識
調
査

（
浸
水
区
域
世
帯
対
象
）

含
ま
れ
る

7
8
%

含
ま
れ
な
い

7
%

知
ら
な
い

1
5
%

無
回
答
等

1
%

平
成
2
8
年
度
防
災
対
策
部
意
識
調
査

（
浸
水
区
域
世
帯
対
象
，
持
ち
家
者
の
み
）

昭
和
5
6
年
以
降

4
1
%

昭
和
5
5
年
以
前

2
4
%

分
か
ら
な
い

5
%

無
回
答
等

2
9
%

10
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⑩
今
後
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
（
優
先
度
が
高
い
も
の
を
３
つ
以
内
，
n=

1,
13

2 ）
ニ
ー
ズ

全
体

n
=
1
,1
3
2

身
体

n
=
7
9
9

知
的

n
=
2
4
5

重
複

n
=
5
5

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

①
4
1
%
①
4
0
%
②
4
0
%
①
6
0
%

放
課
後
/
休
暇
を
過
ご
す
場
所
の
充
実

5
%

4
%

1
0
%

4
%

職
業
訓
練
/
就
労
支
援
の
充
実

⑤
2
0
%

1
8
%
③
2
7
%

9
%

社
会
参
加
の
機
会
づ
く
り

1
3
%

1
3
%

1
7
%

4
%

相
談
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
調
整
等
の
窓
口
整
備

③
2
2
%
③
2
6
%
④
2
0
%
⑤
2
0
%

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
/
入
所
施
設
の
充
実

④
2
2
%

1
5
%
①
4
2
%
②
4
5
%

障
害
の
理
解
啓
発
の
推
進

1
5
%
⑤
1
8
%
⑤
1
9
%

9
%

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

5
%

6
%

4
%

0
%

住
宅
環
境
の
整
備

1
4
%

1
5
%

9
%

1
1
%

保
育
所
/
幼
稚
園
の
充
実

5
%

6
%

1
%

2
%

学
校
教
育
の
充
実

5
%

6
%

3
%

2
%

在
宅
医
療
の
充
実

2
0
%
④
2
2
%

9
%

1
3
%

専
門
的
な
療
育
を
受
け
ら
れ
る
施
設
の
充
実

1
2
%

1
0
%

1
6
%
③
2
4
%

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
（
道
路
・
交
通
・
公
共
施
設
な
ど
）

②
2
9
%
②
3
6
%

9
%
④
2
2
%

所
持
手
帳
別
内
訳

11

‐　24　-



思
う

3
5
%

や
や
そ
う
思
う

3
7
%

あ
ま
り
思
わ
な
い

1
7
%

思
わ
な
い

7
%

無
回
答

5
%

⑪
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
て
い
る
と
思
う
か
（
ｎ
=1

,3
01
）

思
う
＋
や
や
そ
う
思
う
7
2
%

あ
ま
り
思
わ
な
い
＋
思
わ
な
い
2
4
%

自
分
ら
し
い
暮
ら
し

思
う

や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い

思
わ
な
い

無
回
答
等

重
度

身
体
１
・
２
級

療
育
Ａ
１
・
A
2

そ
の
両
方

n
=
6
2
1

6
8
%

2
8
%

4
%

上
記
以
外

n
=
6
8
0

7
5
%

2
0
%

5
%

⑪
－
１
手
帳
等
級
別

12

70
%79
%

65
%

26
%16
%

32
%

4%6%3%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

身
体

(n
=
9
0
5
)

知
的

(n
=
2
9
0
)

身
体
＋
知
的

(n
=
6
0
) 思
う
・
や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い
・
思
わ
な
い

無
回
答
等

⑪
－
２
所
持
手
帳
別

75
%

71
%75
%

23
%

25
%

20
%

2%5%5%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

1
8
-
3
9
歳

(n
=
2
9
0
)

4
0
-
6
4
歳

(n
=
8
1
2
)

6
5
歳
‐

(n
=
1
8
2
) 思
う
・
や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
思
わ
な
い
・
思
わ
な
い

無
回
答
等

⑪
－
２
年
齢
区
分
別
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今
回
調
査
（
案
）
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●
前
回
調
査
と
変
更
し
な
い
点

【
調
査
対
象
者
】
【
調
査
方
法
】

・
前
回
調
査
と
同
様

●
前
回
調
査
か
ら
の
変
更
点

【
設
問
内
容
】

・
回
答
選
択
肢
見
直
し

→
（
調
査
票
案
：
問
２
、
問
1
0
、
問
1
2
-
3
、
問
1
2
-
４
-
①
、
問
1
3
-１
）

・
本
人
属
性
に
「
医
療
的
ケ
ア
」
の
質
問
追
加
（
調
査
票
案
：
問
８
）

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
質
問
追
加
（
調
査
票
案
：
問
1
3
-５
）

・
災
害
へ
の
「
備
え
」
に
関
す
る
質
問
追
加
（調
査
票
案
：
問
1
7）

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
質
問
追
加
（
調
査
票
案
：
問
1
8
～
1
9
）
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３－２ 障害児分野に関するニーズ調査 

について 

（当日配付資料） 
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３－３ 精神分野に関するニーズ調査 

について
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高知市障害者計画・障害福祉計画 策定基礎資料（精神分野） 

 
 

高知市精神障害者地域移行支援者会議（地域いこうかい）で意見交換

会として実施 

 

実施予定時期 令和２年４月 

対 象 者 精神障害当事者，家族，保健･医療･福祉関係機関者 

内 容 ① 医療・福祉サービスの状況から 

       ② 地域に発信したいこと，知ってもらいたいこと， 

活かせる役割 

 
 

高知市精神障害者地域移行支援者会議（地域いこうかい）は精神障害

当事者，家族や多くの医療・福祉関係者が，地域移行の現状や先進的

な取組を学ぶ機会とし，あわせて本市における課題の共有や検討を

行う場としている。 
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４ 地域福祉活動推進計画関連 

について 
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（1）庁内連携体制の強化
 庁内横断的な施策の企画や調整など，

協働の中核を担う機能を持った部署を新設。

『地域共生社会推進室』
『地域共生推進担当参事』

（2019.年4月設置）

 住民に身近な圏域に，様々な困りごとを相談で
きる「ほおっちょけん相談窓口」を設置し，行政と
地域住民を含む多様な主体が協働して「つなが
り」のある支援ができる仕組みを構築する。

（2）「地域力の強化」と
「包括的支援体制づくり」

(3) 社会資源情報
収集・提供体制の構築

『ほおちょけん相談窓口』の設置

（2019年11月5日開設）

 課題解決への支援にあたっては，フォーマルおよ
びインフォーマルの様々な分野の関係機関が連
携することが重要であることから，地域共生社会
推進室においてその調整を行い，ネットワークづく
りなど包括的な支援体制の構築を図る。

 全庁的な取り組み体制を，必要に応じ段階的に
整備。

 日常生活の問題解決にあたっては，公的サービ
スだけでなく，既に地域にある民間のサービスや
サロンをはじめとする地域活動など社会資源情
報を知り，自ら選択することが大切。

⇒ 地域力（住民力）の強化
 支援する側においても，地域の社会資源情報

を把握し，支援する際に活用することが求められ
ている。

 同時にボランティア情報なども提供し，ボランティ
ア活動や地域活動に参加しやすい環境を整える
必要がある。

 地域の様々な社会資源情報を収集し提供でき
る仕組みを構築し，足りない社会資源を創り出
すことのできる環境を整備する。

スローガン 地「参」地「笑」 福祉でまちづくり ～ 地域の宝（社会資源）を活かした「つながりのあるまちづくり」 ～

地域共生社会の構築

【取り組み】

第2期高知市地域福祉活動推進計画
基本理念 だれもが安心して，いきいきと自分らしく暮らせる支え合いのあるまち

●庁内連携体制の構築
・行政等の相談窓口への支援
・地域共生社会推進委員会及び
部会の開催

・庁内研修の検討 など
●地区別に相談内容を分析整理し，

関係機関および地域の関係者と共有

①相談を聞く
②専門的支援
③各分野の機関と支援調整

会議を開催

包括的支援の実施

行政等の相談窓口

地域共生社会推進検討部会

●横断的課題への対応策検討
●調整がつかない困難なケースの対応
方針決定 など

部会⾧ 地域共生推進担当参事
委員 関係各課⾧級，市社協

【庁内連携体制の強化】 【包括的支援体制の構築】

●横断的課題・施策の方針決定 など

委員⾧・副委員⾧ 副市⾧
委 員 各部局副部⾧

地域共生社会推進委員会

●「ほおっちょけん相談窓口」の認定，
研修，フォロー

●市社協への支援
●地区別に相談内容を分析整理し，

関係機関及び地域の関係者と
共有（協議体等との整理）

●地域がつながる仕組みの企画

【協働の中核を担う機能】
地域共生社会推進室新 新

新【主な相談窓口】
高齢者支援センター
障害者相談支援センター
地域子育て支援センター
子育て包括支援センター
市民会館
生活支援相談センター
消費生活センター

連携

6

地域住民

つなぐ
活動支援

【地域力の強化】
【役割】
①適切な支援機関へつなぐ
②地域内のボランティアや社会資源につなぐ・

・・・ボランティアセンター機能強化，社会資源の把握
③住民活動支援，社福連携

地域内で助け合う
⇒ みんなでみんなを支える【支援】

社会福祉法人

民間事業所や量販店などの生活支援サービス

有償ボランティア
（シルバー人材センター，NPOなど）

ボランティア
福祉委員，気くばりさん

町内会・自治会

地区社会福祉協議会

ケアマネ

医療機関

自主防災組織

民生委員
児童委員

社会福祉法人 企業

支援

地域の社会資源

【支援】

高知市社会福祉協議会

【どこに相談したらいいのか
わからない困りごと】

買い物・洗濯に困っている・・・
溝や庭の掃除ができない・・・
ごみ捨てができない・・・
電球の交換ができない・・・

など・・・

みんなで話し合う
⇒みんなが楽になる

課題解決に向けた地域の
話し合い

相
談

支
援

【専門的支援が必要な困りごと
～複合課題・狭間の課題～ 】

障がい・高齢・子育て・ 生活困窮・
ひきこもり・８０５０ など・・・

【薬局】 【社会福祉法人】

相談

社会資源情報の提供と
それを活用した支援

市民・支援者に向け，障がい・高
齢・子育て各分野の社会資源情
報やサロンなどのインフォーマルサー
ビス情報を一元的に提供

（医療機関，診療所，薬局，
介護関係施設，ボランティア情報
など・・）

地域内で知る，新たなつながり
（互助の創造）

支援

【社会資源情報収集・提供体制の構築】

高知くらしつながるネット
（Licoネット）の導入

（2020年1月31日運用開始）

新

相談

高知くらしつながるネット
（Licoネット）の導入

新

ʷ１ʷ

身近な地域の相談窓口

「ほおっちょけん相談窓口」

●「つながる」場
・解決に・・・
・適切な支援に・・・
・地域の人と人が・・
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（1）庁内連携体制の強化
 庁内横断的な施策の企画や調整など，

協働の中核を担う機能を持った部署を新設。

『地域共生社会推進室』
『地域共生推進担当参事』

（2019.年4月設置）

 住民に身近な圏域に，様々な困りごとを相談で
きる「ほおっちょけん相談窓口」を設置し，行政と
地域住民を含む多様な主体が協働して「つなが
り」のある支援ができる仕組みを構築する。

（2）「地域力の強化」と
「包括的支援体制づくり」

(3) 社会資源情報
収集・提供体制の構築

『ほおちょけん相談窓口』の設置

（2019年11月5日開設）

 課題解決への支援にあたっては，フォーマルおよ
びインフォーマルの様々な分野の関係機関が連
携することが重要であることから，地域共生社会
推進室においてその調整を行い，ネットワークづく
りなど包括的な支援体制の構築を図る。

 全庁的な取り組み体制を，必要に応じ段階的に
整備。

 日常生活の問題解決にあたっては，公的サービ
スだけでなく，既に地域にある民間のサービスや
サロンをはじめとする地域活動など社会資源情
報を知り，自ら選択することが大切。

⇒ 地域力（住民力）の強化
 支援する側においても，地域の社会資源情報

を把握し，支援する際に活用することが求められ
ている。

 同時にボランティア情報なども提供し，ボランティ
ア活動や地域活動に参加しやすい環境を整える
必要がある。

 地域の様々な社会資源情報を収集し提供でき
る仕組みを構築し，足りない社会資源を創り出
すことのできる環境を整備する。

スローガン 地「参」地「笑」 福祉でまちづくり ～ 地域の宝（社会資源）を活かした「つながりのあるまちづくり」 ～

地域共生社会の構築

【取り組み】

第2期高知市地域福祉活動推進計画
基本理念 だれもが安心して，いきいきと自分らしく暮らせる支え合いのあるまち

●庁内連携体制の構築
・行政等の相談窓口への支援
・地域共生社会推進委員会及び
部会の開催

・庁内研修の検討 など
●地区別に相談内容を分析整理し，

関係機関および地域の関係者と共有

①相談を聞く
②専門的支援
③各分野の機関と支援調整

会議を開催

包括的支援の実施

行政等の相談窓口

地域共生社会推進検討部会

●横断的課題への対応策検討
●調整がつかない困難なケースの対応
方針決定 など

部会⾧ 地域共生推進担当参事
委員 関係各課⾧級，市社協

【庁内連携体制の強化】 【包括的支援体制の構築】

●横断的課題・施策の方針決定 など

委員⾧・副委員⾧ 副市⾧
委 員 各部局副部⾧

地域共生社会推進委員会

●「ほおっちょけん相談窓口」の認定，
研修，フォロー

●市社協への支援
●地区別に相談内容を分析整理し，

関係機関及び地域の関係者と
共有（協議体等との整理）

●地域がつながる仕組みの企画

【協働の中核を担う機能】
地域共生社会推進室新 新

新【主な相談窓口】
高齢者支援センター
障害者相談支援センター
地域子育て支援センター
子育て包括支援センター
市民会館
生活支援相談センター
消費生活センター

連携

6

地域住民

つなぐ
活動支援

【地域力の強化】
【役割】
①適切な支援機関へつなぐ
②地域内のボランティアや社会資源につなぐ・

・・・ボランティアセンター機能強化，社会資源の把握
③住民活動支援，社福連携

地域内で助け合う
⇒ みんなでみんなを支える【支援】

社会福祉法人

民間事業所や量販店などの生活支援サービス

有償ボランティア
（シルバー人材センター，NPOなど）

ボランティア
福祉委員，気くばりさん

町内会・自治会

地区社会福祉協議会

ケアマネ

医療機関

自主防災組織

民生委員
児童委員

社会福祉法人 企業

支援

地域の社会資源

【支援】

高知市社会福祉協議会

【どこに相談したらいいのか
わからない困りごと】

買い物・洗濯に困っている・・・
溝や庭の掃除ができない・・・
ごみ捨てができない・・・
電球の交換ができない・・・

など・・・

みんなで話し合う
⇒みんなが楽になる

課題解決に向けた地域の
話し合い

相
談

支
援

【専門的支援が必要な困りごと
～複合課題・狭間の課題～ 】

障がい・高齢・子育て・ 生活困窮・
ひきこもり・８０５０ など・・・

【薬局】 【社会福祉法人】

相談

社会資源情報の提供と
それを活用した支援

市民・支援者に向け，障がい・高
齢・子育て各分野の社会資源情
報やサロンなどのインフォーマルサー
ビス情報を一元的に提供

（医療機関，診療所，薬局，
介護関係施設，ボランティア情報
など・・）

地域内で知る，新たなつながり
（互助の創造）

支援

【社会資源情報収集・提供体制の構築】

高知くらしつながるネット
（Licoネット）の導入

（2020年1月31日運用開始）

相談

高知くらしつながるネット
（Licoネット）の導入

新

【関係事業】
●高齢分野:在宅医療介護連携推進事業

生活支援体制整備事業
●障害分野:情報公表制度

【関係事業】
●高齢分野:地域ケア会議
●生活困窮:支援調整会議セーフティネット連絡会
●児童分野:要保護児童対策地域協議会

ʷ２ʷ

身近な地域の相談窓口

「ほおっちょけん相談窓口」新

地域の支援者となり得る関係者に相談内容を共有し，足りない社会資
源の創出へつなげる
（地域福祉コーディネーターの働きかけ）
【関係事業】
●高齢分野:生活支援体制整備事業（協議体），地域ケア会議
●障害分野:自立支援協議会

●「つながる」場
・解決に・・・
・適切な支援に・・・
・地域の人と人が・・
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に
該

当
し

な
い

課
題

を
抱

え
，

相
談

で
き

ず
に

暮
ら

し
て

い
る

方
が

い
る

。

○
そ

う
い

った
困

りご
とを

気
軽

に
相

談
い

た
だ

き
，

そ
の

内
容

に
応

じ
て

ボ
ラ

ン
テ

ィア
な

ど地
域

の
支

援
や

専
門

機
関

に
つ

な
げ

る
な

ど，
地

域
で

自
立

し
た

生
活

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
る

。

○
住

民
の

み
な

さ
ん

に
とっ

て
・・

・
★

とり
あ

え
ず

，
相

談
し

て
み

よ
う
。

★
こ

こ
に

行
け

ば
，

な
ん

とか
な

る
。

と，
思

え
る

場
所

に
!

!
令
和
元
年

１
１
月
５
日

開
設

ʷ
３
ʷ●
不
燃
物
の
当
番
を
代
理
で
し
て
く
れ
る
所
は
な
い
か
。

●
母
の
介
護
を
し
て
い
た
父
が
入
院
。
退
院
後
，
自
営
業
の
継
続
が
難
し
く
生
活
が

成
り
立
た
な
い
。
相
談
者
は
経
済
的
援
助
は
困
難
。

●
自
宅
の
ソ
フ
ァ
を
香
南
市
ま
で
運
び
た
い
。
費
用
や
業
者
等
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

●
自
宅
近
く
の
集
い
の
場
を
教
え
て
欲
し
い
。

●
寝
室
の
電
気
が
切
れ
て
困
っ
て
い
る
。
電
気
屋
も
わ
か
ら
な
い
し
，
誰
に
相
談
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

地
区

別
数

旭
（

11
）

薬
局

:
10

社
会

福
祉

法
人

:
1

一
宮

（
3）

薬
局

:
1

社
会

福
祉

法
人

:
2

春
野

（
2）

薬
局

:
1

社
会

福
祉

法
人

:
1

江
ノ
口
西

（
5）

薬
局

:
5

三
里

（
６

）
薬

局
:

6

【開
設

箇
所

数
:

５
地

区
2

７
箇

所
（

薬
局

:
2

３
+

社
会

福
祉

法
人

:
4

）
】

20
20

.1
.3

1時
点

３
２

３
６

４

【相
談

件
数

:
１

８
件

】（
20

19
.1
1.
5～

20
20

.1
.3
1）

【相
談

内
容

】
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「
ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
相
談
窓
口
」
か
ら
の
相
談
支
援
の
流
れ

健
康
福
祉
総
務
課

地
域
共
生
社
会
推
進
室

【
包
括
化
推
進
機
能
担
当
】

つ
な
ぎ
先
・
対
応
が

わ
か
っ
て
い
る
相
談

ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん

相
談
窓
口

地
域
の
助
け
合
い
に

よ
り
解
決
で
き
る
相
談

つ
な
ぎ
先
が

わ
か
ら
な
い
相
談

支
援
機
関

つ
な
ぎ
先
一
覧

市 民

つ
な
ぎ

シ
ー
ト

（
対
応

結
果
込
）

つ
な
ぎ

シ
ー
ト

（
対
応

結
果
込
）

●
相
談
内
容
及
び
対

応
の
分
析

●
好
対
応
事
例
の
共

有
の
場
の
確
保

同
一
世
帯
で
複
数
人
が
課
題
を
持
っ

て
い
る
，
ゴ
ミ
屋
敷
等

月
1回
報
告

(月
末
〆

)
【
地
域
協
働
課
】

月
1回
報
告

(月
末
〆

)

●
地
域
の
助
け
合
い
に
よ
り
解
決
で
き
る
相
談
内
容
の

集
計
・
分
析

●
薬
局
へ
の
相
談
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
場
づ
く
り

●
連
絡
後
の
つ
な
ぎ
シ
ー
ト
管
理

【
地
域
協
働
課
】

社
会
福
祉
協
議
会
含

つ
な
ぎ
シ
ー
ト

地
域
住
民
の
見
守
り
等

ʷ
４
ʷ

社
会
福
祉
協
議
会

【
共
に
生
き
る
課
】

高
知
市
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
地
域
協
働
課
】

ほ
お
っ
ち
ょ
け
ん
相
談
窓
口
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
解
決
で
き
な
い
相
談

つ
な
ぎ
シ
ー
ト
は

支
援
機
関
で
作
成

高
知
市
相
談
窓
口

【
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
出
張
所
】

【
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
】

【
母
子
保
健
課
】

【
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
】

【
健
康
増
進
課

精
神
・
難
病
担
当
】

【
健
康
増
進
課

成
人
保
健
担
当
】

【
福
祉
管
理
課
】

な
ど

民
生
委
員
児
童
委
員

そ
の
他
の

支
援
機
関

【
国
・
県
・
民
間
・
地
域
】
な
ど

【
包
括
的
支
援
体
制
】

買
い
物
・
洗
濯
に
困
っ
て
い
る
・
・
・

溝
や
庭
の
掃
除
が
で
き
な
い
・
・
・

ご
み
捨
て
が
で
き
な
い
・
・
・

電
球
の
交
換
が
で
き
な
い
・
・
・ な
ど
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運
用
開
始
：
１
月
３
１
日

( 金
) 1
0
時

“
高
知
く
ら
し
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
（
愛
称
『
L
ic
o
ネ
ッ
ト
』
）
”

●
こ

ん
な

と
き

に
・・

・
①

子
育

て
世

帯
・・

・自
宅

周
辺

の
子

育
て

支
援

情
報

を
知

りた
い

!
②

近
所

の
い

き
い

き
百

歳
体

操
会

場
や

サ
ロ

ン
とか

・・
・通

い
の

場
は

どこ
に

あ
る

の
?

③
親

の
介

護
・・

・自
宅

周
辺

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
って

何
が

あ
る

の
?

⇒
地
図
上
で
確
認
で
き
ま
す
！
！

高
知
市
で
は
，
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
，
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
「
高
知
く
ら
し
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
」
（
愛
称
『
L
ic
o
ネ
ッ
ト
』
（
リ
コ
ネ
ッ
ト
）
）

は
，
そ
の
取
組
の
一
つ
で
あ
り
，
「
人
と
人
，
人
と
資
源
が
つ
な
が
る
」
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
名
称
と
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
，
必
要
な
，
知
り
た
い
情
報
が
得
ら
れ

る
・
・
・
生
活
に
寄
り
添
っ
た
頼
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う
，
こ
の
『
L
ic
o
ネ
ッ
ト
』
を
育

て
て
い
き
ま
す
！

●
必

要
な

生
活

支
援

情
報

を
探

せ
ま

す
!

市
内

の
医

療
，

介
護

，
障

害
，

子
育

て
，

地
域

資
源

の
５

分
野

の
施

設
や

サ
ー

ビ
ス

，
相

談
窓

口
等

（
運

用
開

始
当

初
:

約
2,

70
0件

）
の

名
称

・所
在

地
・サ

ー
ビ

ス
内

容
等

※
『L

ic
oネ

ット
』は

，
くら

し
=

 L
iv

in
g，

つ
な

が
る

=
 C

on
ne

ct
 を

あ
わ

せ
た

愛
称

で
す

。
サ

イ
ト

U
R

L
h
tt
p
s:
/
/
ch

iik
i-
k
a
ig
o
.c
a
si
o
.j
p
/
k
o
ch

i

ʷ
５
ʷ
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●
カ

シ
オ

計
算

機
（

株
）

運
営

の
「A

ya
m

u」
を

活
用

。
●

①
市

民
向

け
ペ

ー
ジ

と②
支

援
者

向
け

ペ
ー

ジ
の

２
層

構
造

。

内 部 連 携 ペ ー ジ

ア
ヤ

ム

支 援 者 の み ロ グ イ ン ユ ー ザ ー の み 閲 覧

ア
ヤ

ム

非
公

開
情

報

基
本

情
報

印
刷

提
供

時
や

住
民

向
け

帳
票

出
力

時
に

は
、

公
開

・非
公

開
を

項
目

ご
とに

設
定

で
き

ま
す

住
民

高
知

市
役

所
関

係
機

関
支

援
者

専
門

職
な

ど

【主
な

支
援

者
向

け
ペ

ー
ジ

の
機

能
】

・社
会

資
源

マ
ッ
プ

印
刷

・自
社

・自
団

体
情

報
の

編
集

・専
門

職
向

け
情

報
の

検
索

・閲
覧

・事
務

連
絡

ツ
ー

ル

地
図

印
刷

機
能

住
民

向
け

帳
票

出
力

機
能

住 民 公 開 サ イ ト
基

本
情

報

住
民

医
療

介
護

障
害

子
育

て
地

域
資

源

必
要

な
社

会
資

源
を

ワ
ン

ス
ト

ップ
で

検
索

ど な た で も 閲 覧 可 能

こ
れ

ま
で

高
齢

・障
害

・子
育

て
等

、
分

野
ご

と
に

提
供

し
て

い
た

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
、

相
談

窓
口

等
の

社
会

資
源

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

取
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
い

き
い

き
百

歳
体

操
や

サ
ロ

ン
等

の
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

々
に

よ
る

支
援

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
一

元
的

な
情

報
提

供
を

行
う

。

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

ʷ
６
ʷ
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